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本発明は，メディアコンバータを含むデータ伝送シス

テムの保守及び管理を行う保守管理システム及び保守管

理方法に関するものである。

メディアコンバータを含む光伝送路を含むLAN等のデ

ータ伝送システムは，通常は同一企業内のLANとして使

用するものであるが，光伝送路により高速大容量のデー

タ伝送ができるから，単一或いは複数の任意の加入者に

通信サービスを提供することが可能となる。その場合に，

データ伝送システムに対する保守及び管理が必要となる。

このような保守管理機能として，上位プロトコルの例え

ばSNMPが知られている。しかし，このような上位プロト

コルを用いて保守管理を実現するには，メディアコンバー

タに，上位プロトコル終端機能を設ける必要があり，コス

トアップとなる問題及びユーザーデータフレームの伝送遅

延の増大の問題が生じる。また，メディアコンバータでは

なく，端末装置側にこの上位プロトコルを実装することが

考えられるが，この上位プロトコルを実装した端末装置の

みがメディアコンバータを介したデータ伝送が可能となる

問題があり，且つ保守管理情報を伝送することによりユー

ザーデータのトラフィックに大きな影響を与える問題がある。

本発明は，上位プロトコルを実装することなく，ネット

ワーク側のメディアコンバータ１に接続した制御端末装置

６によって，データ伝送システムの保守及び管理を実行す

ることができ，また，そのための保守管理フレームを，ユ

ーザーデータフレーム間のガードタイム（アイドルパター

ン）内に挿入して伝送するから，ユーザーデータのトラフ

ィックに影響を及ぼすことがなく，また，保守管理フレー

ムに装置識別符号を付加することにより，１対１のデータ

伝送のみでなく，n対１のデータ伝送を行う場合の保守及

び管理も可能となる。従って，広域ネットワークにおける

安価な保守及び管理を実現できる利点がある。
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高耐圧絶縁を必要とする負荷に動作電力を供給する場

合，従来のトランスを用いた電源装置においては，トラ

ンスに高耐圧絶縁を施す必要があり，誘起電力が低電力

であってもトランスが大型で高価となってしまう。本発

明は光を利用して高耐圧絶縁・ローコスト化の電源装置

を提供するものである。

構造は外部から電線を介して電流を供給して発光させ

る光源と，この光源からの光を包囲するように構成した

複数の光起電力セルで構成されている｡この光起電力セ

ルは相互に接合して，光源から入射した光で発電した電

力を負荷に供給する｡

光源と，負荷に電力を供給するための光起電力セルとの

間は，空気絶縁の状態となり，この空間で絶縁を確保する｡

光源と光起電力セルとの間の空間によって絶縁を確保

するため，空間の距離により絶縁耐圧をコントロールで

き，高耐圧絶縁を容易に実現することが可能で，絶縁耐 圧向上・コストダウンを図ることができる。

高耐圧電源装置

本発明の第１の実施の形態の説明図
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